
(1) 昭和44年1月15日

村 の よ う す
(43. 12月 1日現在）

世帯数 1,432戸
人 口 7,561人

男 3,663人
女 3,898人
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明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
治
百
一
年
の
昭
相
四
十
四
年
が

玉
川
村
発
展
の
輝
か

し
い
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
願
い
皆
々
様
の
御
健
康

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
就
任
以
来
村
発
展
の
た
め
積

極
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
村
民
の
皆
様
、
関
係
諸
機
関
の

多
大
な
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ

と
を
深
謝
申
し
上
げ
ま
ず
。

玉
川
第
一
小
学
校
建
築
羞
工
を
は

じ
め
、
千
五
沢
ダ
ム
建
設
、
国
道
一

一
八
号
線
改
修
も
円
満
解
決
さ
れ
着

工
又
は
着
工
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り

農
地
造
成
も
羞
々
と
進
ん
で
お
り
ま

す
こ
と
は
、
皆
様
と
共
に
襄
び
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
昨
年
来
米
の
生
産
過
剰
と
統

制
政
策
問
題
が
表
面
化
、
従
っ
て
米

作
重
点
の
農
政
が
問
題
化
さ
れ
我
々

生
産
者
は
不
安
と
動
揺
を
禁
じ
い
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。
叉
本
村
は
東
北

地
方
各
県
の
例
に
も
れ
ず
出
稼
ぎ
が

多
く
ご
れ
が
解
決
に
は
農
業
経
営
の

新
た
な
在
り
方
、
そ
れ
に
関
連
す
る

農
政
上
の
諸
問
題
が
山
積
し
て
い
る

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に

は
阿
武
隈
山
系
開
発
と
千
五
沢
ダ
ム

建
設
（
例
え
ば
阿
武
隈
川
新
揚
水
も

含
む
な
ど
）
農
地
の
改
良
及
び
造
成

林
野
の
活
用
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

即
ち
葉
煙
草
、
蓄
産
、
養
蚕
の
振
興

本
県
新
産
都
市
の
発
展
と
国
道
一
―

八
号
線
の
改
修
に
伴
う
交
通
の
利
便

等
を
考
へ
果
樹
、
薩
菜
、
園
芸
、
作

物
等
の
適
地
適
作
等
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
又
交
通
対
策
、
商
工
業
、
教
育

社
会
福
祉
等
、
行
政
全
般
に
亘
る
振

興
計
画
fC
よ
り
一
歩
一
歩
実
施
し
て

い
き
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

私
、
今
年
の
努
力
目
標
を
賀
状
で

も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り

教
育
行
政
の
充
実
（
統
合
小
学
校

そ
の
他
)

総
合
農
政
の
実
施
（
農
地
造
成
、

稚
蚕
飼
育
所
、
畜
産
）

青
年
教
育
施
設
の
整
備
（
青
年
価

修
所
）

道
路
の
整
備
（
農
林
道
、
公
共
事

業
の
か
く
渇
）

｀

体
育
施
設
の
整
備
（
総
合
運
動
場

の
設
置
）

社
会
福
祉
事
業
、
公
民
館
本
来
の

運
営
実
施

3

で
あ
り
、
総
親
和
、
総
努
力
、
共
存

共
栄
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
専
心
村
発
展

の
た
め
頑
張
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
が

何
と
申
し
ま
し
て
も
村
議
会
を
は
じ

め
各
種
団
体
、
個
々
の
方
々
の
協
力

を
得
て
こ
そ
成
果
が
得
ら
れ
ま
す
の

で
、
一
層
の
御
支
援
と
御
指
幕
を
お

b

願
い
申
し
上
げ
年
頭
の
御
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

村

長

大

越

力

夫

新
年
の
あ
い
さ
つ

●
、
~
’
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四

辻

区

長

山

小

屋

区

長

吉

区

長

北

須

釜

区

長

岩

法

寺

区

長

南

須

釜

区

長

竜

崎

区

長

中

区

長

小 蒜 '/ 収

高

区

長

生

区

長

川

辺

区

長
副

議

長

村

議

会

誂

長

支

所

長

企

画

室

長

事

業

課

長

住

民

課

長

総

務

課

長

教

育

入

長 ，役

助

役

村 、

長

大

越

力

夫

矢

吹

幸

夫

大

竹

保

重

矢

吹

政

治

郎

円

谷

信

男

石

井

清

助

山

崎

甲

子

郎

宗

形

四

郎

大

野

金

治

郎

役

場

職

員

一

同

小

針

保

三

草

野

勇

成
霞

村
議
会
議
員
一
同

大

竹

平

三

郎

溝

井

永

一

車

田

源

喜

小

針

武

夫

佐

久

間

倉

太

仁

井

田

勝

美

増

子

音

重

草

野

林

次

有

賀

猛

夫

石

森

清

春

石

井

菊

夫

1
0
日

青

年

学

級

一

五

日

成

人

式

二

0
日

青

年

学

級

下

旬

教

育

委

員

会

公教

育

民委

員

館会

下

旬

中一

゜旬日 議

会

中

旬

月

例

検

査

会
0
日

中

下

旬

1
0
日

ご

―
―
―
―
日

務

局

計

室

企

画

室

下

旬
、
日i、

9

2

‘
 

ナ
．
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―
―
―
―
日

1
0
日』

四

日 住

ニー一六四

五四三

日日日日 ．日
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一
月
の
行
事
予
定
表

-＝＝＝＝＝=＝＝＝ 1111111111 
=―11111111111 
=＝-=＝＝-＝＝＝＝＝＝-t-=＝u-=-=＝=＝＝=＝=＝-m-ln=＝＝-＝ 111111 

御
用
初
め

梢
防
団
出
初
式

選
挙
管
雌
委
員
会

区
艮
会

村
民
税
、
国
保
税

分
納
期

民
百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ
予

防
接
種

妊
姉
検
診

中
部
落
料
理
講
習
会

四
辻
部
落
健
康
相
談
並
料
理

謡
習
会

国
保
運
営
委
員
会

県
単
補
助
土
地
整
備
事
業
外

三
ヶ
所
人
札

農
構
近
代
化
施
設
入
札
、
農

業
改
良
推
進
員
全
体
研
修

農
業
委
員
会

農
業
改
良
推
進
員
に
よ
る
土

壌
調
査

全
員
協
議
会

経
済
土
木
常
任
委
員
会
、
文

教
厚
生
常
任
委
員
会

第
一
回
臨
時
会

田
不―-＝ロ

総

務

課

第
四
期

. "・"'・ ＇，•々・
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今年の冬は 1月下旬ころから 2月を中心に

して寒くなりますが、そのほかは暖かい日が

多く、'3月はほぽ順調に春らしい天候となり

ましょう o雪は 2月ころ会津や山間部でやや

多めとなるほかは、平年並みかやや少ない見

込みですが、中通り、浜通りでも 2、3回雪が

降り一時的な大雪となるおそれもあります。

・
昭
和
四
十
三
年
、
第
四
回
玉
川
村
議
会
定
例
会
は
去
・

・
る
十
二
月
二
十
一
日
招
集
さ
れ
、
全
員
出
席
の
も
と
・

・
開
会
会
期
三
日
と
決
定
、
胃
頭
、
二
番
、
三
番
、
六
．

。
番
議
員
よ
り
、
当
面
す
る
、
農
政
、
土
木
行
政
、
文
・

・
教
問
題
に
つ
い
て
、
熱
の
こ
も
っ
た
一
般
質
問
が
な
・

・
さ
れ
提
出
さ
れ
た
六
議
案
と
、
請
願
書
十
四
件
に
つ
、

•
い
て
処
理
決
定
し
、
十
二
月
二
十
三
日
閉
会
し
た
。
・

・
尚
、
今
回
議
決
し
た
案
件
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
・

R
今
回
採
択
し
た
も
の

議
案
第
三
十
八
号

福
島
県
旧
市
町
村
職
員

恩
給
組
合
資
産
管
理
組
合

規
約
の
一
部
を
改
正
す
る

規
約
に
つ
い
て
。

議
案
第
三
十
九
号

村
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て。議
案
第
四
十
号

玉
川
村
村
営
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て。議
案
第
四
十
一
号

部
分
林
契
約
者
名
儀
変

更
に
つ
い
て
。

議
案
第
四
十
二
号

昭
和
四
十
三
年
度
、
玉

川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）
案
、
（
補
正

額
六
、
四
六
二
千
円
）

議
案
第
四
十
三
号

昭
和
四
十
三
年
度
、
玉

川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

案
、
（
補
正
額
六

0
八
千

円）
請
願
書
の
処
理
に
つ

一

い
て

―
―
六
・
七
翠

歳
末
助
け
合
い
運
動

目
標
額四

一
、
八
二
四
円

募
金
実
績

＂

．

五
二
、
三

0
三
円

―
二
五
％
強

と
な
り
ま
し
た
。

共
同
募
金
は
募
金
全
額

を
県
に
納
人
し
、
歳
未
助

け
合
い
に
つ
い
て
は
、
前

年
繰
越
額
三
一
、
二
八
一
―
―

円
と
今
年
募
金
額
を
合
計

し
、
結
核
、
精
神
病
患
者

社
会
福
祉
施
設
及
び
生
活

,．―-m=＝＝＝Ili-＝=＝＝＝＝＝＝＝＝ 
1
1
1
1
1
 

＝＝-＝＝==＝=＝-m-＝-i-=＝-―-=＝＝＝＝＝-＝i=＝＝＝＝I―――-＝＝-＝＝＝＝＝II-=＝＝＝＝＝ 1
1
1
1
1
1
 

＝＝＝―-m-m-――-mu-=-=＝＝-=＝-＝ 11
1
1
1
 

＝＝＝II-l=＝＝＝=＝＝＝-=＝-m-=＝=＝-＝＝=＝＝-＝＝＝=＝-=-『い

農
協
有
線
放
送
事
業
に
皿

輝
が
や
か
し
い
、
昭
和
四
十
四
年
住
宅
問
題
、
上
下
水
道
問
題
、
農
地
皿

[
の
新
春
を
む
か
え
、
心
か
ら
御
祝
詞
造
成
問
題
等
、
一
っ
と
し
て
ゆ
る
が
一

対
す
る
補
助
請
顧
書
外
五

Ill

、

〗
を
申
し
上
げ
ま
す
。
せ
に
出
来
な
い
問
題
ば
か
り
で
御
座
[

件

＂

111

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
非
常
に
多
居
ま
す
。
す
べ
て
は
冠
共
、
議
員
一
』

＠
常
任
委
員
会
に
付
託
し
皿

'

叩
端
な
年
で
御
座
居
ま
し
た
、
村
民
各
同
が
一
致
団
結
し
て
、
公
僕
精
神
に
皿

た
も
の

111

位
に
は
大
変
御
迷
惑
を
御
か
け
い
た
徹
す
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
一

△
経
済
土
木
委
員
会
、
大
皿II

し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
御
詫
び
申
し
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
血

字
岩
法
寺
方
丈
地
区
の
道
血

の
と
信
じ
ま
す
。

皿
上
げ
ま
｛

路
改
修
工
事
に
関
す
る
請
一111

然
し
な
が
ら
本
年
は
、
心
気
一
転
私
共
は
、
急
が
ず
、
あ
わ
て
ず
、
[

願
書
外
四
件

了
羞
鼻
唸
鯰
髪
桑
墨
言
遥
呵

△
文
教
厚
生
委
員
会
、
大
＂

Ill

鸞
羞
ぶ
喜
喜
疇

．
虞
攀

釜
年

頭

の

辞

叫

〗
口
[
[
□〗
〗□
l
[

芯
緊
＂
心
占
ご

”

玉

川

村

議

会

議

長

小

針

保

三

[

[
い
た
し
ま
し
て
、
議
会
本
来
の
姿
勢

｝
一
歩
、
一
歩
、
力
を
合
わ
せ
て
、
目
一

末
助
け
合
い
運
動
に

1
1

[
に
立
っ
て
、
是
は
是
、
非
は
非
と
し
標
に
む
か
っ
て
進
ん
で
ま
い
り
た
い
[

贔

御

協

力

あ

り

が

と

う

一

て

の

基

本

理

念

に

も

と

づ

い

て

、

玉

と

思

い

ま

す

の

で

、

村

民

各

位

は

も

[

こ
さ
い
ま
し
た
一
川
村
の
発
展
の
た
め
、
粉
骨
砕
身
、
と
よ
り
、
各
方
面
の
絶
大
な
る
御
協
〗

111

努
力
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
力
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

例
年
の
如
く
四
趣
旨
を
御
理
解
さ
れ
皆
様
一
我
が
玉
川
村
に
は
重
要
な
問
題
が
本
年
は
本
当
に
よ
い
年
で
あ
る
よ
〗

金
三
年
十
月
よ
り
の
多
大
な
る
協
力
に
よ
っ
一
山
積
し
て
居
り
ま
す
。
玉
川
第
一
小
う
念
願
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
御
[

募
十

二
月
末
日
ま
で
て
、
本
村
に
於
て
も
次
の

i

学
校
の
建
築
、
道
路
の
整
備

、

舗

装

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。

血

同
十を
期
間
と
し
て
展
よ
う
な
成
績
を
も
っ
て
メ
g
-
=11
1
1
1
1
1
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1
1
1
1
1
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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1
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1
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開

さ

れ

た

共

同

募

切

ら

れ

ま

し

た

。

御

協

力

と

、

村

民

皆
様

の

感

謝

を

捧

げ

厚

く

御

礼

申

二

0
八
、
三

0
0円

募
金
実
績

共
金
、
オ
末
助
け
合
こ
れ
も
ひ
と
え
に
本
運
深
き
理
解
に
も
と
づ
く
と
し
上
げ
ま
す
。

い
運
動
に
つ
い
て
は
、
本
動
に
奉
仕
さ
れ
た
方
々
の
こ
ろ
と
深
甚
な

る

敬

意

と

共

同

募

金

目

標

額

ニ

―

-

、

七

八

三

円

ヽ

ま

か

は

を

，月

津

。

あ

く

込

の

一

で

年

あ

暖

旬

月

、

会

う

が

多

見

そ

は

均

平

、

り

下

り

う

、

ょ

と

が

る

、

に

平

は

め

が
な
し
，
な
ょ

t'
ー
し
こ
．
日

な

が

旬

月

沖

す

か

か

く

し

ま

む

い

に

す

中

°

会

．

ま

は

し

す

で

り

る

し

め

ま

こ

う

、

0

な

ゆ

び

低

り

特

ょ

め

す

り

ろ

。

や

い

ま

）

入

こ

す

れ

き

＇

＞

と

の

き

や

残

、

し

高

で

め

さ

の

や

が

く

ま

や

み

温

が

ば

て

わ

大

高

寒

さ

か

さ

多

り

や

込

通

気

半

み

現

が

寒

月

込

が

動

や

時

寒

み

寒

が

ぶ

｝

は

見

ろ

日

も

り

の

浜

時

に

見

目

変

、

や

一

に

並

一

特

る

い

の

り

か

ろ

般

年

こ

い

日

通

め

は

ず

れ

し

暖

通

み

こ

全

乎

め

か

い

浜

高

半

せ

わ

び

寒

中

並

旬

、

は

始

暖

高

、

や

前

き

現

き

は

は

年

中

が

で

0

月

に

り

り

や

続

が

の

て

で

平

す

均

す

般

な

通

か

月

長

日

さ

じ

均

は

月

ま

平

で

月

全

か

中

み

り
い

寒

通

平

で

り

月

み

後

時

は

並

2

3

 

（概 況）

（^気

（降水量および積雪）

1 月 前半は大陸高気圧が一時強まります

が、長続きせず特に月半ばころには冬型の

気圧配置がくずれる見込みです。しかし下

旬は冬型の気圧配置が続き、会津では風雪

の日が多くなり、中通り、浜通りでも一時

的に大雪の降るおそれがあります。月の降

水量は中通り、浜通りではやや多め、会津

では平年並みくらいでしょう。

2 月 大陸高気圧が発達しやすいので会津

では上旬と下旬ころは風雪の日が多い見込

みです、また低気圧が本州南岸を通りやす

く、中通り 浜通りでも 1、2回大雪があ

るでしょう。月の降水量は中通り、浜通り

では平年並み、会津では平年並みかやや多

めの見込みです。

3 月 始め冬型の気圧配置が続きますが、

その後は移動性高気圧が通りやすくなりま

しょう。なお中旬には発達した日本海低気

圧の通過により一時南風の強まることがあ

りましょう。月の降水量は中通り、浜通り

ではやや少なめ、会津は平年並みくらいの

見込みです。
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福
島
県
共
同
募
金
会

石
川
支
会
玉
川
村
分
会

困
窮
者
世
帯
等
村
内
よ
り

の
入
所
入
院
者
及
び
村
内

居
住
者
一
〇
固
人
に
対
し

七
一
、
五

0
0円
を
歳
末

見
舞
と
し
て
民
生
委
員
の

方
々
が
訪
門
し
て
配
分
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

尚
翌
年
度
ヘ
―
二
、

0

八
六
円
を
繰
越
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
御
了

承
願
い
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
一
月
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現
在
我
が
村
に
は
、
駒

木
根
工
業
株
式
会
社
、
福

島
双
羽
電
気
株
式
会
社
、

大 鋳 ，造 所

大
三
鋳
造
所
、
の
三
つ
が

あ
り
、
年
々
躍
進
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
御
同
襄
に
堪

計

四

辻

男

女

三
七
人

四
三
人

八

0
人

計 計

山
小
屋

女男

吉

計 計

須

釜

竜

崎計

小

高 計

JI! 

辺

女男

駒木根工業株式会社

福島双羽電気株式会社

躍
進
す
る
村
内
各
工
場

就
職
は
有
利
な
地
元
工
場

を
お
す
す
め
し
ま
す

え
ま
せ
ん
。
各
工
場
の
発

展
は
、
村
の
開
発
に
つ
な

が
り
、
地
域
住
民
の
福
祉

の
向
上
と
な
っ
て
お
り
ま

ず
。一

現
在
就
職
希
望
は
都
市

部
に
集
中
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
村
内
工
場
は
自

宅
か
ら
の
通
勤
が
可
能
で

あ
っ
て
住
宅
費
、
交
通
費

そ
の
他
経
費
が
節
減
さ
れ

何
か
と
有
利
で
あ
る
こ
と

は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
自
己
の
便
宜
を
は
か

り
、
村
発
展
を
も
あ
わ
せ

考
え
て
是
非
地
元
工
場
へ

就
戦
を
お
勤
め
い
た
し
ま

ず。
尚

9

、
現
在
駒
木
恨
工

場
、
双
羽
電
気
で
は
エ
員

を
募
集
し
て
ま
す
の
で
希

望
さ
れ
る
方
は
、

玉
川
村
役
場
叉
は
各
エ

場
の
募
集
係
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

悪
性
の
感
胃
が
流

行
し
て
い
ま
す
。

充
分
か
ら
だ
に
気

を
つ
け
ま
し
よ
う

村
の
有
権
者
数
は
昨
年

十
二
月
二
十
日
現
在
で
、

男
二
‘
―
二
七
人
女
二
、

三
九
五
人
で
す
。
各
投
票

区
別
有
権
者
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。

今
年
も
明
る
＜
正
し
い

選
挙
の
推
進
に
御
協
力
く

だ
さ
い
。

女男一女男 女男一女男、 、
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人人人人人人人人人人人人人人人人人人

我
が
村
の
有
権
者
数
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村
の
あ
い
こ
と
は
一ーーー

＇ 

＼
 

＿
 

一
、
総
親
和
総
努
力
協
カ
一
致
、
村
発
展
に
努
力

11

致
し
ま
し
ょ
う

ーー

一
、
総
合
農
業
の
確
立
に
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
血

一
、
毎
月
十
五
日
（
午
後
）
若
い
農
業
者
の
集
い
一ーーーー

に
必
ず
参
加
い
た
し
ま
し
ょ
う

一
、
定
期
の
健
康
診
断
、
予
防
接
種
を
必
ず
受
け
i

ま
し
ょ
う

ーーー

｀
 

三
一
■

＝＿■

―置＿＿＿＿＿＿＿

．．
 u-
ー＿＿詈ヽ
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偏
食
の
子
供
は
弱
い

私
達
の
食
欲
を
み
た
す

こ
と
は
楽
し
み
で
あ
り
、

家
族
の
団
ら
ん
と
も
な
り

ま
す
。
同
じ
食
品
で
も
上

手
に
調
理
し
て
食
べ
る
事

は
大
切
な
こ
と
で
ず
。
食

べ
も
の
が
美
味
し
く
感
じ

る
時
は
心
も
体
も
調
子
の

良
い
時
で
あ
り
ま
す
。
適

度
の
運
動
と
休
餐
は
食
欲

を
旺
盛
に
し
て
食
べ
る
こ

と
の
楽
し
み
を
一
段
と
増

加
さ
せ
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
の
す
す
め

号8

健
康
は
そ
の
人
の
最
も

3

良
い
能
力
を
発
揮
す
る
に

第
必
要
な
事
で
あ
り
ま
す
。

＾
労
慟
者
が
作
業
の
能
率
を

高
め
、
つ
か
れ
を
回
復
さ

せ
、
さ
わ
や
か
な
気
分
で

勤
め
ら
れ
る
の
も
学
童
の

勉
強
や
子
供
の
発
育
、
病

人
の
回
復
の
た
め
に
も
バ

ラ
ソ
ス
の
と
れ
た
食
事
が

ゎ
大
切
で
あ
り
ま
す
。

カ

食

事

の

欠

か

ん

は

徐

々

に
現
わ
れ
ま
す
。
わ
が
家

・中
6

流
の
食
習
慣
で
宅
婦
が
油

物
の
嫌
い
な
家
族
は
油
脂

こ

い
類
不
足
や
＞
、

A
不
足
に

．
な
り
易
い
。
こ
の
よ
う
な
食
品
の
数
が
少
な
い
と

f
 事

は
、
主
婦
の
献
立
の
不
ど
う
し
て
も
栄
喪
の
バ
ラ

胡

．
合
理
か
ら
生
じ
ま
す
。
私
ソ
ス
が
と
れ
ま
せ
ん
。
そ

達
は
正
し
い
食
品
の
組
み
の
た
め
に
病
気
に
対
す
る

”仕
合
せ
が
自
然
に
出
来
る
よ
抵
抗
力
が
衰
え
、
風
邪
も

う
に
し
て
お
き
た
い
も
の
引
き
易
く
、
な
お
り
も
長

i-＿＿＿＿_-i--m-
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一●ゞ

新

し

き

家

溝

井

一

郎

一

-．
 

浚
々
と
生
き
き
し
長
き
年
月
に
家
新
し
く

一

一
日

：Ill

し
て
安
ぎ
と
す
る

5

'

建
て
終
り
安
ら
ぐ
心
し
き
り
な
り
金
の
価
叩

一

1

一

も
値
な
ど
紙
く
ず
に
ひ
と
し

月1

”
血
木
の
香
匂
ふ
新
し
き
家
に
移
り
住
み
借
家

年

一

の

如

く

二

三

日

思

ふ

，

44

叩

借

金

に

暗

む

心

は

つ

ゆ

も

た

ず

明

る

く

こ

一

ー
も
る
新
し
き
家

．

一

＂
朝
の
陽
を
は
ぢ
き
て
清
し
赤
瓦
省
＿
＿
匹
が

一

和昭
‘g這

111

ふ
く
れ
動
か
ず

．
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邑
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一

食
べ
る
こ
と
は
楽
し

み
で
あ
る

で
す
。

一

i
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
|
|
ー

ー
食
事
で
長
生
言
を
ー

＿
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孫二長ク長孫二孫 二続

策 信 房

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
十
二
月
分
の
出
生
届
粛
か
ら
）

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事

び
く
事
に
な
り
ま
す
。

1
緑
や
黄
色
の
濃
い
野
菜

（
有
色
野
菜
類
）

抵
抗
力
を
つ
く
り
血
液

を
中
性
に
保
ち
体
の
調
子

を
と
と
の
え
通
じ
を
よ
く

す
る
。

2
そ
の
他
の
野
莱
果
物
類

1
に
同
じ

3
豆
、
魚
、
貝
類
、
肉
、

卵
、
牛
乳
、
乳
製
品

発
育
成
長
に
役
立
っ
、

出
生
児
氏
名

佐

藤

、
勝

石

井

チ

ョ

子

木

戸

政

城

佐

久

間

和

子

栗

原

浩

美

松

田

幸

江

渡

辺

一

房

草

野

美

江

子

佐

藤

祝

月

女男 女 男 男柄
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、

正

、
月

関

根

栖

泉

一

叩
元
朝
や
す
な
ほ
な
雪
の
野
と
な
れ
り

m

111

こ

そ

こ

と

し

せ

わ

去
年
今
年
つ
ね
は
忙
し
さ
姜
の
ゐ
て

呻

た

ま

た

ま

の

万

歳

み

た

行り

山

の

里

＂
元
朝
の
芋
こ
ろ
が
れ
る
出
店
あ
と

皿

年

綺

の

夢

を

き

ざ

み

て

年

新

た

．

力
じ

-，
枇
杷
咲
く
や
こ
こ
ろ
の
ど
こ
か
欧
羽
り
ゐ
て
一

Ill

老
ど
ち
の

；。ヘ
ン
チ
に
な
が
し
冬
日
和

ま
そ

m

こ
が
ら
し
．

[

凩

に

細

枝

お

ど

り

て

月

繊

し
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ffn
や
肉
を
つ
く
る
。

4
七
分
づ
き
米
、
麦
、
パ

ソ
、
め
ん
頬
、
い
も
類

体
湿
や
慟
く
た
め
の
カ

の
も
と
と
な
る

（
と
り
過

ぎ
る
と
肥
る
）

5
牛
乳
、
骨
ご
と
食
べ
る

小
魚
、
悔
そ
う
類

骨
や
歯
と
な
る
、
生
理

作
用
を
調
節
、
特
に
血
液

を
中
性
に
保
つ

6
バ
タ
ー
、
食
油
、
マ
ー

ガ
リ
ソ
等
油
を
多
く
含

む
も
の

登
録
更
新
、
入
札
参
加

そ
の
他
各
種
申
請
の
た
め

書
類
を
提
出
さ
れ
る
方
々

は
、
そ
の
添
付
栂
類
と
し

て
、
納
税
証
明
書
の
交
付

を
受
け
ら
れ
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
ご
承
知
の
と
お
り

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十

五
日
ま
で
は
、
申
告
所
得

税
の
確
定
申
告
、
お
よ
び

贈
与
税
の
申
告
期
と
な
っ

て
お
り
、
署
内
が
大
変
混

み
合
い
皆
様
に
い
ろ
い
ろ

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
種

申
請
等
の
た
め
、
納
税
証

飲んたら・・・

乗るな./

乗るなら…
飲むな．ク

納
税
証
明
書
の
請
求
は
早
目
に

発足
育 す 体
不る湿
良とや
等せ力
とむの
なしも
る‘と
0 厄ヽ

同

の不

理 ら
をの．毎
い 食 日
た品の
しを調
ま組理

戸→ - " 
さ 博啄節 恵す善さし合に
~\ 、 ょせは
ヽ
~ 克 子 ・子 三 t. うてこ、 ;
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明
書
を
必
要
と
す
る
場
合

に
は
、
で
き
る
限
り
一
月

中
か
遅
く
も
二
月
十
五
日

頃
ま
で
に
請
求
さ
れ
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

須
賀
川
税
務
署

北山南部
須小須
釜屋釜落

死
亡
者
氏
名

相

楽

ク

ラ

石

森

ク

マ

榊

枝

徳

成

世

帯

主

名

続

柄

喜

久

雄

祖

母

輔

光

禦

徳

一

父

申
し

11-

一
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

新
年
お
め
で
と

ぅ
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
ク
．
と
り

年
ク
．．
 
に
因
み
、
大

き
く
羽
ば
た
き
、

日
迎
月
歩
進
展
す

る
社
会
に
立
ち
遅

れ
な
く
、
大
き
な
夢
と
希

望
を
も
ち
、
こ
れ
が
実
現

に
邁
進
せ
ら
れ
ま
す
こ
と

を
祈
念
す
る
と
共
に
皆
々

様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

広
報
た
ま
か
わ

緬
集
委
員
一
同

一
月
十
日
村
内
五
業
者

に
よ
り
指
名
競
争
入
札
に

よ
り
行
っ
た
工
事
の
落
札

下
記
の
通
り
決
定
し
ま
し

・・
た
の
で
土
畢
に
つ
い
て
御

協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。
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村
単
道
路
補
修
下
事

大
字
中
字
向
地
内

‘
□

1
0
0、
0
0
0円

鈴

木

建

設

R
公
共
士
木
災
害
復
旧

,

‘
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先
月
の
日
誌
よ
り
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易

役

士

―――
r

-

―
―
民
生
委
員
会

三
•
四
成
人
柄
検
診

議
会
実
態
調
査

―
―
-
・
-
（
選
挙
管
理
委
員
会

三
．
―
-
文
教
厚
生
常
任
委

ぃ．
、

員
会

．i

享
―
―
―
―
議
会
全
員
協
議
会

―
―
―
・
一
六
諮
会
全
員
協
談
会

三
・
一
七
股
業
委
員
会

月
例
監
査

――-・―
1
0

戸
籟
事
秘
現
地
指

導

三・―――

l
―
―
―
―
―
第
四
回
定
例

村
巖
会

――-・―
-
i

〈
乙
字
大
橋
渡
橋
式

大
字
北
須
釜
字
雀
森

四

0
0、
0
0
0円

湯

沢

組

R
土
地
整
備
（
水
路
）
工
事

大
字
中
字
高
畔
．

．
4

一
、
三

0
0、
0
0
0円

岩

谷

工

業

所

R
土
地
整
備
（
水
路
）
工
事

大
字
川
辺
字
堂
平

一
、
二
五
三
、

0
0
0円

熊

田

建

設

三
・
天
御
用
納
め

教
育
委
員
会

公

民

館

三
・
―
―
―
和
裁
学
級
開
諧
式

三
・
写
青
年
学
級

『
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三
・
―
―
―
村
内
小
中
学
炭
防

火
査
察

・ん{

i

――
-
1
-
0

み
ど
り
号
巡
回

1

―-・―
1
0

青
年
学
級

三
．一
写
教
育
委
員
会

十
二
月

工
事
入
札
結
果
に
つ
い
て




